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滓
を
多
分
に
有
し.て
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萬
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篤
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奢
侈
の
：其
掘
を
衰
微
せ
し
む
る
の
瑪
も
亦
此
に
同
じ
き
の

み

、 

是
以
；て.奢
修
ば
亡
國
の
基'
に
：し
て
'
:
.儉
素
は
創
業
の
：原
：な
岑
こ
と.を
知
岑
、

』

。

'-
■
■
從
つ「

て
彼
が
經
濟$:
'

撕
る
も
ぬ
％
し
：て
擧
ぐ
る
と
：こ
.
ろ
の̂

も
封
建
的
赖
治
で
み
る
。
0

日
向
0
.

硬
岡
領
は
土
地.
も
廣
い
o

u

か
し「

田 

畑

を

始

办

囊
*

山
¥

原
野
迄
.
も
>

古
來
皆
百
姓
に
委
ね
て
寶
買
せ
し
む
.
る
が
敢
ぬ
、
：：山
林
の
諸
材
木
忆
革
る
ま
で
も
‘
，镔
去

こ

‘

幕
末
.に
お.
け
る
代
表
的
經
濟

S

窜
佐
.
藤
信
.淵 

*
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二

o
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慕
宋
に
お
け
る
代
表
的
，經
濟
論
者
佐
藤
信
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、な
ち
ざ
.る
こ̂

多
べ
;*

國
羿
咄
共
年
貢
ヒ
取
る'の
み
な
る
樣
，子
な
り
、
.
、
是
以
て
國̂

^

歡
下
民
の
所
有
尺
し
て
、
國
另
ば.0
:
.
0を
：恭
:1
> 

i

匁
の
み
"

寬
に
姆
た
る
政
事
と1K

ふ
.
ベ
じ
、
然
る
に
土
民
劈
は
、
斯
在
名
寬
政
.
の
國
恩
を
蒙
办
そ
省
、

「

.
其
辱
な
：舍
を
知>
^

ず

-'
各 

自
^

懶
惰
放
佚̂

る
激
多
く
し
て
、
富
實
な
洛
趣
に
克
非
ず
し
と
な
し
'»「

政
道
^

寬
^

る
に
過
ぐ
る
と
き
は
放
持
，に
近
'
し
と̂

る
ベ
し」 

と
’
評
し
弋
、.
こ
れ
を
斥
け
て
ゐ
る
。
之
に
戾
し
弋
#

津
は
政
道
0

巖
格
な
%

多
'0
^

’し
て
次
ぎ
0

如
弋
稱
裼
し
；て
：ゐ.る

サ

：

，
 

.

「

會
離
領
は
政
事
の
茜
龙_

愈
る
國̂

し
；て
、.パ
凡
そ
境
内
の
貴
賤::'

、
悉

乂

衣

服

，
に

^

下
の
辨
別
务̂
^

•

輿
人
の■格
式
を
知
る
ベ
か
ち
し
む
"
.
乱
此
；國
内
の_松
，#
.
.扃
柏
.
樅
麻
等
材
木
を
ぱ
、
：へ
悉

^
 

假
令
ひ
百
姓
の 

屋
敷
竹
に
、
自
身
に
植
へ
た
る
木
な
り
と
雖
も
、
此
れ
を
伐
ら
ん
と
欲
す
る
時
に
は
、
必
ず
願
を
立
：て
、
代
金
を

.上
納
し
、
，而
し
て 

這
後
挞
此
れ̂

伐
る
ゼ
と
を
訊
す^
若
し̂

私
に
^
を
伐
名
者
は
ロ
霧
ず
罪
に
行
き 

，
八

村

.
々

の

漆

樹

玄

骄

附

杧

分

ち

^

、_

處
^

百
姓̂

頌
置
き
、
每
年
秋
：に
至
れ
.ば

馨

を

出

七.て
^

,
.
辨

，
て\';
舭
れ
^

其
预
び
：た
名
百
姓
に
課
.せ;:>
:
其
實
：の.多
少
：に
從.
ひ
、'
鐵
を
搾
セ̂

偏
史
麻̂

透

：.谷
川
：の
：
^

は̂

瀚
-;
1

>

て
泐
.
蒼

：せ̂

も

ひ

親

を

謹

ザ

べ̂

省
も
、
：
右
等
办
：如
く
制
摩
の
密
澈
义
：壹
以
.
て
;-
>
:
:
.國

事
,0

經
營
：其
遺
策
な
ふ
.
粗
 

且
つ
能
く
叫
民
其
業 

を
勉
_

し̂
.

-W
H

の
興
.
る
^

と
夥
く
::
;

>
國
勢
^'
亦
頗
强
乂
：
風.俗
.
の
.質
#

教
^

で
:<
?
:

.

%海
內
：0
^

1

1

'

1等
に
卞
.
ら
ず
、〕

是
を
以
て
土 

驰
豊
饒
.な
^

H

非

ず

七

譽

、
节
民
闲
窮
把
追^

摄

も
.
ず
-:
'

皆
是
國
祖
I

君
.の
.
遺

着

名

哉

、

^

の
外
孩
.の
*

^

す
る
諸
例
文
見
名
時
;.
;

*

#
が

如

何

な

、

も
0

を
理
想
と
す
る
か
.妨
趟
^

て
明
白
で
あ
る
。
德
川
時
代
の
多
く
の
論

漭

が

主

張

ん

允

や

ぅ

な

傭

澈

た

名

制

鹿

ぬ

犓

立

に

依

る

止
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ぬ

統

治

で

ぁ

る

。
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彼

凊

诗

代

の

子

た

る

こ

と

を

免

れ

る

^

と

は

出

來

な

か
っ
允
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筇
必
る
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0

被
め
澍
建
的
嗽
考
：へ
访
は
單
に
土
忆
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甘
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經
_濟
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れ
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ゐ
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扒
丸
で.
な
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著
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ぬ
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今
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；
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例

貪

引
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す

れ
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次

政
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'
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經
濟
提B

K
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質
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湛

だ
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懦

懒
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冤
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:
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闲
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把
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石
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激
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通

汉
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作
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等
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^

猶

程
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本
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事
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る

^
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^

も

^

奮
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已
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僻
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ゥ
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に
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農
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に
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農

ょ

り

外

の
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し
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:

若
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と
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農
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摘
し
た
や
乃
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缺
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の
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;0

龙
と
と
^
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實
で
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^

0

唯
そ
れ
等
.0
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愚

名

蒙

味

を

開

發
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ぅ
上
は
せ
ず
し
て
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つ
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農
民
の
知
見
を
狹
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な
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^

め
る
て
士
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'
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と
し
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.
孓
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、
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丨
し
か
し
-̂
-
.し
彼
の
思
想
が
こ
の
程
度
に
止
ま
れ
ば
彼
は
德
训
時
代
.の
_

型
的
_

濟
論
背
の
，1
人
炎
る
丸
過
ぎ
な
.
い
で
ぁ
ら
ぅ
0

(

12

り 

彼
め
根
本
的
觀
念
は
確
か
.
<

封
®

的
で
ぁ
っ
た
。
し
か
し
彼
:̂

身
蟛
す
_

本
是
れ
淞
咁
ふ
上
％
^

ノ

偷

噂

办

め

術

澗

淡

浼

嘴

む

る

，
に

#

 

e

ぁ
つ
た
'0

從
つ
て
そ
の
議
論
の
中
に
矛
盾
を
包
含
し
て
ゐ
'*

こ
，と
.も
必
む
5:
.
得

な

か

つ

た
0

:
例

：
へ
ば
彼
は
.
そ

の

國

家

富

强

策

を
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|
じ 

•

宋
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ぉ
け
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被
表
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經
濟
論
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攸
藤
信
湖
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け
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代
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經
靡
諭
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次
ぎ
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勿
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ふ
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1

抑
>

今
€>
.

時
世
に
當
り
、
囊
な
せ
る
國
家
を
鞔
间
し
.ぼ
、
：'此
を
富
貴
せ
し
め
ん
：こ
と
を
欲
：せ
ば
'-
'
-
'速
に
從
來
0

:弊
政
を
改
革
す 

べ
き
は
勿
論
な
り
、
其
新
政
の
.最
緊
耍な
る
，
急
務
凡
そ
十
八
箇
條
あ: ^
,
先
づ
其

部
一
：
は
勸

コ百
姓1

な
必
、
第
二
：は
敎
ニ
農
業“
な
セ
、 

1

1

1

は
減n
都
思1

な
り
、
第
西
は
正n

衣
服1

な
り
、
第
五.は
興11

百
?

な
り
、：

第
六
は
立11

市
場r

な
り
，」

第
七
は
止n

村
商1

な
り
、

.
%

八
：敗
管11
造
酿
：1:な
り
'.
:
>ニ
第
九̂

周
ニ
寒
1

な
火
：；
弟
十
は
救
ニ
病
者

--
-,

な
り
、
'
第
十：： 1-

は
育n

小
兒
,
&,

り
.
、
，
第
^」

は
禁
1

&
胎1

な 

り
、
第
十
三
は̂

»

亭r

な
於
，

}輿
十
四
ぱ
修： i

海
港I

:

な
4

ぼ
第
十
：五
ぼ
轄a

漁
村1

:

な
.
り
、
备

開1〗

山
澤
ー
な
り̂

第
十
八̂

^

交
易
^

り
’

右
拙
十
八
條
は
皆
經
濟
の
要
に
し
て
、國
家
を
經
營
す
る
者
の
勉
强
せ
ず
ん
ば
あ
る 

:

f

l

驚

の

太
著

り
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裳

農
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國

家
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敗
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§

急
務
た
る
所
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な
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、

」

へ13)

 

. 

' 

'
 

' V

-

V

に
：羅
列
太
れ
た
十
八
箇
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お
經
濟
の
要

」

は
唯
雜
然
と
併
列
し
た
わ
け
で
ば
な
く
、
彼
0

理
想
と
す
る
國
家
の
：な
す
べ
き
經

.
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及
び
社
會
政
策
を
列
擧4
表
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で
は
あ
る
が
、
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よ
々
こ
.
れ
を
M

れ
W

如
何
に
も
混
亂
し
て
ゐ
為
こ
と
が
容
易
に
知
り
：得
る
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方
'*

業
金
獎
勵
し
、
：都
市
人
ー
ロ
を
制
限
し
、
.'
.
農
忖
の
.
商
業
化
を
防
止
せ
ん
と1.
て
ゐ
る
0

に
，
他
方
.
に
あ
：つ
て
は
交
通
を
便
利
に
じ
、 

布
場
を
設
置
し;:
'

菊H

を
興
し
v>

海
港
を
開
き*
:

都
市
、.
商
業
の
.
發
展
を
計
る
の
で
あ
る
。
：：こ
の
兩
者
の
對
立
を
彼
が
蒙
識
し
て
ゐ
た 

か
如
何
'か
分
明
で
は
が
い
が
、
\

そ
の
.
重
要
祖
す)

る
と
こ
ろ
は.前
者
で
あ
る
が
如
き
結
論
を
こ>

で
は
下
し
て
ゐ
る
。
し
か
ム
必
ず
し
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常
に
さ
巧
で
ぁ
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と
比
斷
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得
&'

ぃ
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こ
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幕
末
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れ
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し
て
ネ
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鸾
察
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基
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に
古
き
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分
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し
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.
ゐ
な
が
：ら
、
そ
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徹
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し
て
思
想
的
安
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め
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來
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ノ
何
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決
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ゅ
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頗
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右
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。
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岐
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萬
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独
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篤
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嫺
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：
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滩
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萬
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.
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岑
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右
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簽
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.
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狡
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領
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す
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な
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說
と
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を
受
け
た
と
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ふ
賴
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學
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磨
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谨
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か
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^
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爲
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篇

信

淵
_
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右
川
半
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佐

響

淵
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ら
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な
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夕
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猶
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八
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28
マ)

、
佐
藤
信
淵
の
著
と
抓
せ
ら
る
、
も
の
、に
、

「

夢
々
：物
語
し
な
る
著
が
あ
る
。
そ
の

中
に
：

「

誠
此
’
日
本
國
ハ.
天
^
！同
様
の
に
で
万
世
界一
 

輯
傷
と
も
对
康
也
ハ
刺
廷•の
上
：に
關1

趾
办
德
有
ャ-:
>

仲
間
瀉
の
奢
迄
も
服
心
モ
轉
之
屋
.：に
す
る
：
^

お
重
疊
、I

本

.^

て
、.

一
赉 

决
潘
の
處
故
に
云
々

J
i
i
K

ふ
句
が
あ.
る
。
こ
の
著
は
天
保
九
年
の
高
野
長
英
の
.

「

夢
物
語
し
威
對
し
へ
外
國
船
打
拂
恐̂-
:
V

:に
足
ら
^'
る
旨
を

'

:(

郃
v

n

物
價
論
簽
嘗」

卷

之

資

料
1

七
3

1
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F

序

^

資料

“

七

^
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'
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观

は

、：

な

ほ

微

細

の

®

火

_

机

て

^

る

が

: '

今

は

胳

. L
H

置

く

。

，そ

れ

ょ

々

も

な

ほ

.我

等

-の

注

意

し

な

け

れ

ば

な

_ 

ら

な

少

の

は

、

制

度

改

潘

案

の

蕺

礎

を

爲

寸

尊

玉

思

想

ま

る

。

信

淵

は

本

書

に

於

.て

、

具

體

的

©

#

^

 

い

。

而

も

信

淵

の

說
 

く

所

は
 

>

'ル

.そ

四

海

を

治

め

ト

に

は

、

王

都

を

蟛

て

な

け

れ

ば

.な

ら

な

ひ

と

い

ひ

<

-
瓜

戶

を

$ -
'

讯

と

し

て

"

永

世

不

動

ゆ

帝

都

と

が

ず

イ

き

を

說
 

ノ 

.

き

、
.

既

政

府

の

紙

織

を

論

ず

'る

な

.ど

、
：
總

て

皆

天

皇

の

.親

政

に

ょ

る

立

案

ず

‘あ

り

、

嚴

馬

，の

大

權

ま

た

朝

廷

の

撃

握

に

か

、

る

0

こ

れ

王

政

復

古
 

”

の

迦

想

壽

名

も
.の

で

は

な

か

ら

3
か

,0(

卯

野

邊

茂

雄：：：「

維

新

前

史

.
の

研

究
u

.

H
八

七

箕
>

o
 

-こ

れ

は

觫

釋

め

問

題

で

は

あ

る

が

、

鏡

が

文
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 に

か

く

湾

.：へ

冗
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五
.

.

私

が

饮

前

に

提

出

し

：た

問

題

に

歸

"
る

-:
:0

國
襻
思
想.の
影
響
か
ち
日
本
の
優
越
性
を
認
識
：し
、
、
さ
ら
に
單
に
柚
象
的
な
優
越
性

^

>

bTe

- 

- 

. 

.

. ■- 

-

:

*

-
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. 

:

滿
足
せ
ず
、“
國
土
.
そ
：の
も
の.
：の
優
秀
さ
そ
是
認̂

て
來
る
と
’

當
時
の
泗
海
栩
猜
め
狀
姻4

矛
盾
し
て
來
一
る
。

〗

經
濟
的
行
詰0

.i
s

ふ
. 

現
實
の
.
問
題
に
遭
遇
せ
ざ
る
會
得
な
い
。
こ
.の
問
題
に
入
: ^

込
む
：と
共
に
か
彼
の
思
想
は
著-1>
く
進
步
的
に
な
る
タ
龙
：に
.述
べ
た
や
ぅ 

な
節
儉
說
や
商
業
否
定7
—

少
な
く
七
凑
限
宛
論
试
影
が
海:'<
;

な
る
;0

從
0

:

て
缺
の
著
作
の
：所
キ
に
：舊
經
濟
思
想
の
淺
滓
が
ぁ
る
や
ぅ 

に
、
：
又
新
傾
向
を̂

オ
や
々
な
議
論
：の
萠
芽
も
發
見
出
來
る
。
今
洗
づ
淹
の
一
一
三
の
例
を
拾
：つ

か
ら
そ.の®
的
議
論
を
掲
げ
た
か
ら
、
て
：

V
で
名
！
f
-t
く「

經
濟
要
錄
し
：：：
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中
が
ら
摘
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し
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抽げ
名代
表論

■

藤

信

淵.
.

:

: 

J
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‘

間
^

-

#

^

«

は

靡_

金

爸2

て

：其

寶

賤
«'

重

：
の

系

級

麓

：
め

.た

岑

絜

尨

ガ

。

古

人

錢

^

以
^

萬
物
0

主
：と
し
”
或
は
皮
幣
を
ゝ

虫
と
せ
し
諭̂

あ
&

も
、
未
だ
天
地.の
神
意
を
盡
す
に
足
ら
ず
"

嗚
呼
萬
物
を
運
動
し
*

群
坐
を
役
使
す
る
こ
と
>
共
威
德
の
黄

•
 

•-•
-
.
. 

.

,

'

.

'

•

•
 

• 

. 

.

.

. 

- 

• .

■

.

,

.

.

'々
金
ょ
り
神
靈
な
名
本
の
あ
ぢ
ん
：哉

•
>:
.■":
.然
れ
艺
も
亦
議
す
ベ
%

考
:̂

の
無
考
に.b
:%

弟

ら

ず
.̂

其
仔
細
と
は
、
此
黄
金
の
性
質
を
ま

/•
;
.か

忆

す

：
る

に

〜
人

類

：
の
生
命
を
保
養
ー

1>
:-
(
:,'
'

天

年

を

全

す

る

の

事

:

’

.

.. 

- 

.

-

. 

-

•'
:
;
'若
'1
;

夫
れ
虛
華
の
金
飾
钇
廢
1>
”

钿

甩
^

金

幣

終
§

麵

|

を
止
：る
も0
な
：ら
ぼ̂
^
^

u:
1>
X
又
鐵
は
人
生 

一
ノ
日
に
て
，も
紅
べ
て.は
昨
:«
^

ゐ
物
な
れ
ど
も
、
"

11
:

ゼ
極̂

.'
#

'^

物
為
る
を
.
以
'.
-1

::>
人
皆
其
功
德
の
大
太
な
る
を
知 

5

ら
ず
、-
稀
れ
な
る
品^-
貴
重
す̂

の
僻
は
低
界
萬
國
總
て
皆
然^
^

此
^^

亦
避
物
ま
の
神
意̂

り
出
る
所
に
し
て^^
斯
在
る
威
鍵̂
 

神
物
？̂

?

續
を
化
胄
才.
る
も
、
：，赞
謂
萬
物
を
運
動1.>
:

群
生
を
役
使
す
る
の
：神
機
杷
於
て
、
：然
ら
ず
ん
ば
本
る
可
.ら
寒

る

の̂

用 

な

る

に

論

な

き

な

び

、
-

^

〕

::
:
:
、.
,

〉

か
く
の
如̂

種
類
办
黄
金
崇
拜
は
吻
論
こ
典
を
古
き
に
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
例
へ
ば
五
行
說
か
ら
出
發
せ
る
新
井
自 

石
0
.黄
合̂

重
論
<0

如
き
.で

あ

ブ

沒

如
1

、し
か1>
:
^
.
$

る
も
.
，0
1?
.
.あ
.る
<
し
'
と
ゆ
明
か
.
で
)̂
:

る
0

さ
ら
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:
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一
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■

翱
釔
富
ず
か
耷-4

は
、
其
境
內
A-

民
の
食
裳
類
を
豐
儸
に
し
、
武
器
兵
法
を
精
鋭
^

し
て
、.
•
萬
一
I

.

外

寇

等

不

慮

.
な

る 

變
事
起
り
、
假
令
五#

も
十
年
も
耕
作
す
る
こ̂
能
ゆ
ず
企
雖
も'
、：
諸

件
-0

串
當
悉
十
分
に
每̂
^

:

て.
、
，少
し
も
窘
§
^

と
の
無

-

.
1 

'
•

厂

.
,

:

 

# 

•
• 
J. 

.... 

1
•

■

•
 

-

き
を〗 K

 

•へ̂

こ
4

:に

し

そ
'-
>

:
强
ち
に
聚
警
尊
に
し
吝
啬
を
務
て
、
財
用
を
蓄
積
す
る
の
謂
に
は
非
る
也
。
然
る
に
世
上
の

經
濟
家

:

裏

0

法
を
論
ず
る̂
、
.,
:--.

*

^

皆
蓄
積̂

以
で
主
と
す
る
は".
'此
れ
.大
な
る
誤
な
る'ぺ
：只
し(
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•

こ

极

撖

に
*3
|

肋

黛
^

1

霉

の

r

君
少
：
U

ぐ

馨

な

れ
.
ば
、：
其
國
少
し
く
富
强
も
い
夹
に
儉
素
な
れ
ば
大
^

富
强
す」

と
去
づ 

た
^

^

每
ハ
必
妒
也
も̂

^

ず̂

ゎ
矽
で
は
な
い
が
、
そ.の
消
極
的
：で
ぁ
グ>
;

:

^

^的
で
|>
;

:

苓
の̂

對
し
>

:

こ
：れ
は
著
1>
'

く

讓

一

的

で

表
りV
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1

隱

セ

W

る 
o

パ
：

ニ
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「

ゼ
か
國
载
及
び
卿
大
夫‘

下

ば

農

エ

齒

賈

に

至

る

ま

で

;>
.
心

爹

ヒ

I

l

l

s

3

^

充

：
滿

で

f

 

k

貨
物
旣
fc

填
'

£

ぬ
充
滿
す̂

ぬ
至
て
ほ
、
士
民
の
衣
食
自
ら
富
饒
友
る
に
論
ぁ
る
こ
と
な
し
、
夫
れ
貨
物
境
內
に 

•

#

ぢ
湓
极
り
歡
民
衣1
#

|1

な
：ら.
ば
、''
'
:时
ぞ
必
：し%'
府
庫
.の
.
充
實
ふ
ゼ
张
實
ざ
る4

に
£

«

こ
：と
ぞ
爲
ん
，や
、
し
 ̂

し

へ

1- 

妙
論
^

の
截
の
議
論
も
な̂

に
始
ま
る
も
办̂̂ 

土
地
に
遺
利
な
か
ら
し
む
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
こ
と
は
、
支
那
農
家
の 

思
想
に
發
1>
>

太
举
春
台
そ
の
他
多
く
の
者
の
袞
ふ
と
と
.

ろ
セ̂

る
0(

36)

：
1>
か
し
.
ぎ
ら
m

;

一
：步
進
ん
セ>
:

そ
の「

地
力
を
#
さ
じ
む
る 

.

_

を
、".
'

®

的
に
、
が
っ
料
擧
的
迄
組
緻
立
て\

來
た
と
こ
ち̂

信
淵
の
继
歩
的
な
點
が
：認
め
ら
'
れ
る̂

か

：
っ

が

乂

地

ヵ

を

盡

さ

ん

i

具
fi
t
'
'时
に
努
»

言
る
乾
ど
はft
方
：か.
ら
見
れ
ば
生
產
技
術
又
ゆ
組
織
の_

吏
ぞ
求̂

る
€

と
茗
«

が
，
1

制

.
の

打

破

に

進

む

べ

き

■ 

丨.

• 

.
：

，
 

. ..

•妳
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；
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出
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す
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